
目標設定シート
　　　(２００９年度)

対象部局 総合政策学部

大項目 0 理念・目的

中項目

小項目 0.0.1 大学・学部・研究科等の理念・目的は、適切に設定されているか。

要素 理念・目的の明確化

実績や資源からみた理念・目的の適切性

個性化への対応

小項目 0.0.2 大学・学部・研究科等の理念・目的が、大学構成員（教職員および学生）に周知され、社会に公表
されているか。

要素 構成員に対する周知方法と有効性

社会への公表方法

小項目 0.0.3 大学・学部・研究科等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか。

要素

○2009年度からの目標

○指標　　　

1.「関学総政宣言」の社会への浸透を図る

2.学部の将来構想を策定する

部局と評価項目・要素

なお、本学部の理念・目標は世界に起きている諸問題を解決し、人と人、人と自然が共生する将来社会に向けて貢献する
世界市民の育成であり、昨年度４学科体制の導入とともに、その理念・目標をよりブレークダウンしたものとして発表さ
れたのが「関学総政宣言」である。「関学総政宣言」は「Think Globally. Act Locally.―今、身近な問題から世界の扉
を開く―」という副題を持った宣言であり、学科ごとに次の４つのテーマを掲げ、教育研究活動の推進を図るものであ
る。
　総合政策学科：総合政策のニューフロンティア
　メディア情報学科：情報メディアと政策のシナジー
　都市政策学科：都市再生の処方箋
　国際政策学科：「ミレニアム開発目標」の実現に向けて

1.学部独自HP の更新・利用状況、広報誌、公開シンポジウム開催回数・参加人数、オープンキャンパス参加人数、高校
訪問回数

2.将来構想委員会等の開催回数、答申の有無
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